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概 要 　超音波を 用 い た 胎児児頭大横径 の 計測 は
， 胎児の maturity の 指標と し て よ く行わ れ て い る．し か

し，胎児発育遅延の 場合，児頭 ・児躯幹 の 釣合 に ア ン バ ラ ン ス の あ る 場合，児頭が骨盤腔 内 に 嵌 入 し て

い る場合 な ど で は ，児頭大横径 の み の 胎児発育判定法 は 不 充分 で あり，で きるだ け多 くの 胎児部位 の 計

測値を併用 し，総合的 な胎児発育判定法が望まれ て い る．今回，生体映像法 で ある超音波断層法を用 い

て ，胎児 を直接 的 に 観察 し ， 超音波装置内に 内装 した デ ジ タ ル キ ャ リ パ ー
で 胎児の 児頭大横径，頭部周

囲長 ， 胸部周囲長，腹部周囲長を求め ，胎児発育判定へ の 応用を試み た。1）児頭大横径，頭部周囲長 ，

胸部周 囲長 ， 腹部周囲長は ほ ぼ直線的に増加し，それぞれ の 正常発育曲線を作成 した．妊娠週数 との 相

関 は そ れぞれ0．901，0．972，0．990，0．988で あつ た。2）頭部周囲長，胸部周囲長 ， 腹部周 囲長 の 三 つ の

計測値 の 関係は ，妊娠満35週 ま で 頭部周囲長 〉 腹部周囲長 〉 胸部周囲長 で あつ た が ， 妊娠満 35週以後は

腹部周 囲長 〉頭部周囲長 〉胸部周 囲長 とな つ た ．3）LFD の 発育 は AFD に 比 して速や か で あつ た．妊娠
30週以前 に LFD を 診断す る の は 困難 で あ る．4）SFD の 腹部 の 発育 は 頭部 に 比 して 悪い ．　HC ／AC 　Ratio
は常 に 1 よ り大 きか つ た ．

Synops 萓s　The 　growth 　of　the　ultrasound 　b孟parietal　diameter（BPD ＞，　head　circumference （HC ），　chest 　circum ・

ference （CC ）and 　abdominal 　circ   ference（AC ）during　normal 　pregnancy　is　presented．　 A 　total　 of 　799

measurements 　of　619　pregnant 　wolnen 　from 　2D　to　42　 weeks 　gestation　were 　taken ．1）The 　correlation

coef 丑cient 　between　gestational　weeks 　and 　BPD ，　HC ，　CC ，　AC 　was 　O．901，0．972，0．990，0，988　respectively ，2｝
The 　correlation 　of 　HC

，
　CC 　and 　AC 　was 　HC ＞AC ＞ CC 　before　35　weeks ，　but　after 　35　weeks 　it　was 　AC ＞ HC ＞

CC ．3）The 　growth 　of　large−for−date　fetuses（LFD）was 　more 　rap1d 　than　that　of 　appropriate −for・date　fetuses

（AFD ），　 It　was 　dificult　to　detect　LFD 　before　30　weeks ．4） In　the　group　of 　small −for−date　fetuses，　the　HC ／

AC 　ratio 　was 　always 　greater　than　one ，　 It　was 　suggested 　that　the　growth 　of　the　fetal　body　was 　slower 　than
that　 of 　the　head ．

Key　words ： Ultrasonic　measuremen い Biparieta童diameter・Head 　circumference ・Chest　circumference 。

　 　 　 　 　 　 Abdominal　 circumference

　　　　　　　　　 緒　　言

　胎児 の 発育は 妊娠期 間 と密接な関係を もつ て い

る。胎児の 大 きさ
， 臓器 の機能 な ど は 妊娠 日数の

増加 に伴つ て 変化す る もの で ある．従 つ て ，胎児

の 発 育 とそ の 大 きさを 予知す る こ とは重 要で あ

る。胎児発育 を把握 し，妊婦 の 管理を確実 に行 い
，

胎児の 大 きさを正 確に 予知すれ ば，適切な時期 に

処置 し， ある い は 治療 を行 う こ と は 可 能で あ る。

　胎児の 発育に つ い て
， 妊娠期間算 出， 計測法 ，

ホ ル モ ソ 測定， 骨端計測な どが行わ れ て きた が，

近年超音波断層法 の 急速な進歩に よつ て ， 子宮内

胎児情報を把握す る こ とが で きる よ うに な り，胎

児発育異常の 早期診断 も
一

層確実 となつ た 。胎児

発育障害を分娩前 に 診断すれば
， 出生 時に 児に 対

す る対策が充分に 立 て られ ， 仮死や 分娩 に よ る障

害を避ける こ とがで きる．今は ，超音波断層法 に

よ る胎児発育異常の ス ク リ
ー

ニ ン グ は 臨床上 不 可

欠 な検査法 とな つ て い る．

　超音波を用 い て ，児頭大横径 を測定 し よ うとす

る試み は 1961年 Donald　et　al．61に よ り始め られ ，

現在 も胎児の maturity を示す指標 と し て よ く行

わ れ て い る．しか し，胎児発育遅延の 場合，児頭 ・
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児躯幹の 釣合に ア ン バ ラ ン ス の ある場合や，児頭

が骨盤腔内に 嵌入 して い る場合 な どで は ， 児頭大

横径 の み の 胎児発育判定法は 不 充分で あ り，
で き

るだ け多 くの 胎児部位 の 計測値を併用 し，総合的

な胎児発育判定法が望まれ て い る．今回，生体映

像法で ある超音波断層法を 用い て ， 胎児を直接的

に 観察し
， 胎児 の 児頭大横径， 頭部周 囲長 ， 胸部

周 囲長，腹部周 囲長を計測 した 。か つ それぞれ の

正 常発育 曲線を作成 し，胎児発育判定 へ の 応用を

試み た．

　　　　　　　　　研究対 象

　  ：正常発育 曲線作成 に用い られた 対象は 東北

大学医学部附属病院産婦人科妊婦再来 を受診 し ，

超音波計測を施行 し た妊娠満 20週か ら妊娠満 42週

の 妊婦619例 ， 計799回計測で ある ．症例は い ずれ

も月経周期が 26〜33日まで の 順調な症例で か つ 合

併症を伴わない 症例で あつ た，

　  ：連続計測 し得た 症例 で
， 出生後船川曲線に

準 じた appropriate 　for　dates　baby （AFD ）25例，

small 　for　dates　baby（SFD ）15例 ，
　 large　for　dates

bady （LFD ） 8例 の 発育 パ タ ーン を検討 した．

　　　　　　　　　研究方法

　  使用 した 機種 ：市販 の 電子 ス キ ャ ン 装置 U −

SONIC 　RT ・100，　U −SONIC 　RT ・2000，　SONOVIS ・

劉 他 1035

TA −P を 用 い て ，計測を 行 つ た ．　U −SONIC の 超音

波 周 波数 は 3．5MHz ， 探 触 子 は 85mm と130mm

で
， 音速は 1，540ni／sec ，

ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ は 3

段切換 （36，54，72dB ）また は AUTO 設定で きる

装置で あ る．SONOVISTA ・P の 超 音波 周 波数は

3，5MHz ， 探触子は 14cm ， 音速 e：1，500m ／sec ， ダ

イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ は 固定で ， 出力 レ ベ ル は 8段階

切換 （0 〜− 16dB）が で きる装置で ある ．

　  計測部位 ：

　a ）児 頭 大横 径 計 測 ：児 頭 大横径 （biparietal

diameter以下 BPD と略す）は 図 1 −a の よ う に

midline
， 第 3脳室 ， 視床 ， 透 明中隔が明瞭に観察

される断面 の 外側 か ら内側 まで の 距離を超音波装

置に 内蔵した デ ジ タ ル キ ャ リパ ー
に よ つ て 計測 し

た ．

　b）頭部周囲長計測 ：BPD を 計瀾した 断面 の 前

後径 （外側 か ら外側法）を 求め ，
こ れ と BPD と の

平均値に 円周 率 π を か け ， そ の 値を 頭部周囲長

（head　circumference 以下 HC と略す） とす る．

す なわ ち ，
こ の 頭部断面を楕円形 とし，楕 円形 の

醐 長 ・ 求莇 （
短径get‘

x
’

・ ・ ）蹤 つ ・ ，断

面 の 周囲長 を求めた ．

　c）胸部周囲長計測　プ ロ
ーブを胎児軸 に 平行

（a ）胎児頭部

　 　 図　 1

（b）　駐台♪巳胸部 （c）　封台児腹部
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に妊婦腹部に あて て ，胎児躯幹縦断像を画面に 出

し
， 胎児心臓 の位置を確認 し た 上 で ，胎児軸 と直

交す る 断 面 （図 1−b）を胸廓横断面 とし ， 断面 に

は胎児心臓 ， 胸椎 が認め られ る。プ ロ
ーブを胎児

軸に対 し て
， 頭部 ま た は殿部 の 方 向に移動 し，胸

椎の 大 きさが変化 せ ず ， 胎児心臓が 最大 に 描写 さ

れ る 断面を 固定 し
， 胸廓横断面の 前後径 と横径を

デジ タ ル キ ャ リパ ー
に よ つ て 計測 し，そ の 平均値

に π を か げ て 胸部 周 囲 長 （chest 　circumference

以下 CC と略す） とす る。

　d）腹部周囲長 計測 ：プ ロ
ーブ を 胎児胸部か ら

胎児腹部に 移動 し，胎児腹部最大横断面 （図 1　−c）

を 画面 に 出す b 横断像に は 臍静脈 ， 下大動脈 と腰

椎が認め られ る．場合 に よ つ て
， 胃泡が観察され

る とぎもあ る eHC ，
CC と同様に腹部横断面 の 前

後径 と横径 を求め ，その 平均値に π を乗 じて ， 腹

部周囲長 （abdominal 　circumference 以 下 を AC

と略す） とす る．

　上記 の 3 つ の 周囲長 の 計算値の 検討 として ， 3

つ の 断面像 をボ ラ 卩 イ ドフ イ ル ム に 撮影 し ， 周 囲

長をキ ル ビ メ ータ
ー

（図 2）で 計測 した．断面像

の縮尺 率に 従 つ て ， HC ，　CC ，　AC を算 出し た ．キ ャ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

リパ ー計測値 （前後径 磯 径）×
丁

とキ ル ビ メ ー

タ
ー
計 測値 と の 相関は 図 3 の 如 く，

Y ＝ 1．0067

X ＋ O．2119，
R ＝ O．997と よ く相関 し て い た．す な

わ ち ・
キ ・ り ・ ・一計測値 ・号縮 敷 きる琺 で

ある こ とを確認 し た ．

　　　　　　　　 研究成績

　 1 ：児頭大横径 ， 頭部周 囲長 ， 胸部周囲長 ， 腹

部周囲長 の 正常発育曲線 ：

　a ） 799回計測 か ら得 られ た 胎児の 4 つ の 部位

の 週数毎 の 平均値 と標準偏差 （SD ）は 裹 1 の 如 く

各週の 平均値 ， SD と週数 との 関係 は 図 4 の 如 く

で あ り，相関係数は それ ぞれ0，981
，
0．972，0．990，

0．988で あつ た 。妊娠週数を X ，BPD ，　HC ，　CC と

AC を Y とす る と ， そ れぞれ Y ＝ 1．207十 〇．211 ×

X
，
Y ＝5．806十 〇．648 × X

，
　 Y ＝ O．801 × X − 1．556，

Y ・・O．047十 〇．803 × X の
一

次回 帰式が得 られた 。

BPD と HC の 発 育曲線 は類似し て い る．30週 を

図 2　 Curvimeter

図 3　 Correlation　 b巳tween 　 the　 measurements 　 of
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図 4　 The 　developnhental　curves 　of 　fetus　at 　each 　gestatiQnal　age
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表 1　 諸計測 の 平均値並 び に 標準偏差

長囲周部腹

DS90142851331768740681939

19217112218029004515632　

　

　

　

　

　

卜　　　　　　　　　　　，

−
　
0
　
1
　

1
　

0
　
1
　
1
　
1
　
1
　

1
　
0
　
1
　

1
　

0
　
1
　
1
　

1
　

1
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1

M35991369641367012449162

93218099887740219596452　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　　　　・

46788GO1234567899

 

 

1111

11111222222222222333333

長囲周部胸

DS28426910344246705174512

 

818901312190D223124652

　

　

　

　

　

　

　

昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1
　
0
　
1
　

0
　
0
　
ー
　
ユ
　
ー

　
1
　
1
　
1
　
0
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

M57328598995184273715603

579502

ユ

ー

099894349638116

　

　

　

　

　

　

　

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　，　　　　　　　P

3456789011234567789900911

／

11112222222222222332

長囲周部頭

DS60682777860859772220633

10073819011907920291184　

　

　

　

，　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱

1110101

 

111010011101100

M76213018673121934983422

54202117666171724958897　

　

　

　

　

　

　

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

6890123345677889990000

 

1

ー

工

22222222222222233333

径横大頭児

DS77348165658799121611197

32323233232222333334432　

　

　

，

0000000

 

 

000000000000GO

M59540802136672414778818

8368248036802468SO23344　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

45556667777888888999999

計
測

回

数

432133401936274156219362222223353434344434533

週

　

数

0123456789012345678901222222222223333333333444

境界に し て
， 30週以後の 発育速度が30週以前の発

育速度 に 比 し て ゆ る や か で あつ た ．こ れ に 対し て ，

CC と AC の 発育 曲線は類似し，頭部 よ りお くれ

て 35週を 境界に ， 発育速度 が緩慢に なる．

　BPD と HC の 1週 あた りの 増加 は
， 28週以前

に は 0．3cln，0．95cm で あ つ た が
， 28週以後は 0．16

cm ，0．46cm とな り，発育速度が妊娠28週以前の

半分に な つ た 、
・CC と AC の 1 週あた りの 増加 は

35週 以前に O．93cm ダ O．98cm で あ り，
35週以後 は

0，7cm
，

0．75cm の 増加 で あ つ た．　 AC の 増加 は

HC
，
　CC の 増加 よ りも大で あ つ た．

　b）妊娠経過 に伴 う頭部 周囲長 ， 胸部周囲長 ， 腹

部周囲長の 推移 ：

　HC
，
　CC と AC の 週毎の 平均値の推移は 図 5 の

如 く，妊娠 35週 まで HC ＞ AC ＞ CC で あっ た が，妊

娠35週以 後 は AC ＞ HC ＞ CC とな つ た，　 CC は 始

終 AC と平行に 増加 し ，
　 HC と交叉せ ず，40週 を

ピ ーク に し， 以後下降の 傾向を示 して い る。

　c ）頭部周囲長／腹部周囲長比 と週数と の 関係 ：

　図 6 の 如 く， 週数の 増加 と共 に ，HCIAC 　ratio
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　図 6　 Correlation　between　gestational　 age 　and

　　HC ／AC 　 ratio
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　 abdominal 　circumference 　values 　in　AFD
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が 1 に 近づ き
r
，下降 の 傾 向が認め られ る．HC ／AC

』
ratio を X ， 週 数 を Y と す る と，

　 Y ＝ 1．298 −

0．008× weeks の
一次回帰式 が得 られ，　 R ＝ O．996

と よ い 相関を示 し て い た 。

　 2 ：AFD 。LFD ・SFD の 発育パ タ ーン ：

　a） AFD25 例 の 計測値を 先述の 正常発育曲線上

に プ ロ
ッ ト した結果を図 7に 示 した．妊娠30週以

前 の 各計測値 は バ ラ ツ キ が 大 きい が 以後 は ほ ぼ
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　　 図 8 　Fetal　biparietal　diameter，　head　 c三rcumference ，、chest 　circumference 　and

　 　　 abdominal 　circumference 　values 　in　LFD
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M ±SD 内 の 計 測値 が 得 られ た．．25例 中 5 例 の

BPD 計測値 が M − SD 以下 に あつ た に もか か わ

らず， 出生体重が正 常で あつ た 。ま た
，
CC と AC

の 最 終 計 測 値 が M − SD 以 下 で あ つ た 1 例 の

BPD と HC は M ± SD 内に あ つ た ．

　b） LFD 　 8例 の 発育パ タ
ー

ン は 図 8 に 示 し た と

お り， 症例 に よつ て 増加率 が違 うが AFD に 比 し

て 速やか で あつ た．妊娠 30週以前 に お い て
， 各症

例 の そ れ ぞ れ の 計測 値は M 十 SD 以上 ，　 M ± SD

内また は M − SD 以 下 の 値で あつ た が
， 35週以後

の 計測値 は M 十 SD 以上 また は M 士SD の 上限 に

あつ た ．こ の 発育 パ タ ーン か ら， 妊娠 30週以前に ，

超音波計測値か らは LFD の 診断 が困難で ある と

思わ れ る，LFD の HC ／AC 　ratio は
， 図 9 の 如 く，

各症例 と も週数の増 加 と共に
， 下降 の 傾向 を示 し

て い た ．35週以前 に 8例 中 3例が HC ／AC 　ratio 〈

1で あ り， 37週 の ときに 全例 が AC ＞ HC とな つ

た．LFD 症例に お い て HC ／AC 　 ratio が AFD よ

り早 く 1 よ り小に なる こ とは 認め られなか つ た，

図 9 　Correlation　 between　 gestational　 age 　 and

　HC ／AC 　ratio （LFD 　Cases）

HC ／ACratio1
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　c）母 体合併症 を伴 わ ない SFD 　 15例 の 連 続計

測値 を正常発育曲線に プ ロ
ッ ト し た 結果は 図 10の

如 く，BPD と HC は M ±SD 内 また は M − SD 以

下 に あつ た の に 対 し て
，
CC とAC は ほ と ん ど

M − SD 以下 に あつ た ．す なわ ち SFD の 場合は
，

躯幹部 の 発育が 頭部 の 発育 に 比 し て 悪い こ とがわ

か つ た ，SFD の HC ／AC 　ratio は 、AFD ，　LFD と異
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図10　Fetal　 biparietal　diameter，　 head　 circumference ，　 chest 　 circunlference 　 and

　 abdominal 　 circumference 　values 　in　SFD
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図11　Correlation　 between　 gestational 　 age 　 and

　HC 〆AC 　ratio （SFD 　Cases）
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図 12　Correlation　between　gestational　 age 　anCl

　HC ／AC 　ratio （SFD 　Cases）
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な つ て ，常 に 1 よ り大 で あ つ た ．その 推移は 2 つ

の タ イ プ を 示 した． 1 つ は HC ／AC 　ratio が週数

の 増加 と共 に 下降を示すが
，

ratio 値が変動 し
， 常

に 1 よ り大 ぎい タ イ プで あ る（図 11）．も う 1 つ は

図 12に 示 し て い る タ イ プ で HC ／AC 　ratio が変動

せ ず，fiattで ある．

　　　　　　　　　 考　　案

　胎児発育を予知す る 方法 は古来，母体外測法（子

宮底長，腹囲），X 線撮影法 （骨格長，骨核端）等

が行わ れて い た 。しか し ， 超音波断層法 ほ ど正 確

な検査法は な い と考 えられ る．超音波 断層法 は 簡

易 に 行え る方法で あ り，妊婦に 苦痛を与えず，反
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復検査が可能で ，か つ 胎児に無害で ある こ とがほ

ぼ確認 されて ，よ り
一

層胎児診断 に利用 されて き

た ．著者も超音波断層法を用い て 胎児の 児頭大横

径 ， 頭部周囲長 ， 胸部周 囲長，腹部周囲長を計測

し LFD
，
　AFD ，　SED の 発育に つ い て 検討 した．

　超音波に お ける胎児発育判定に 最初 に使わ れ て

い る parameter は Donald 　 et　 al．6》が 報 告 し た

BPD で あ る ，以 後 Thompson 　 et　 al ．14 ）
，

Hansman7 ），　Lunt　et　al．10＞
，
　Wladimiroff　et　al ．i6），

Iseel　et　aL8）が胎児胸部を用 い
，
　 Campb 母11　et　aL41

，

Warsof　et　al ．三 7｝は 胎児腹部を用 い て ，胎児体重予

測式を作成 し，胎児体重を推定 した．Picker　 et

aLii）
，
　Queenan　et　al ．「2｝は 胎児四肢を計測 して ， 胎

児発育を評価 した．胎児臓器を 用 い て の 胎児発育

評価の 報告 もある が， い ずれ も計測 が困難 で ，胎

児頭部 ， 躯幹部 ほ ど使わ れて い な い 。

　 BPD 計測は 測定技術の 難 しさがな く ， 計測 目標

となる頭蓋骨の 画像が鮮 明で ， 容易に 計測で きる

が，児頭が骨盤腔 内に嵌入 し て い る とき，胎児が

うつ 伏せ の ときは 計測困難で ある ．これに 対 し て ，

少数例 （骨盤位症例）を除い て ， 胎児胸部 ， 腹部

は骨盤腔内に 嵌入す る こ とがな く， 容易 に 横断面

を画面 に 描写す る こ とがで きる． こ の た め
， 胎 児

胸部，腹部が胎児発育 の 診断指標 に なつ た もの と

考え られ る．

　 BPD は妊娠週数とは よ く相関す るが
， 体重 との

相関は 良 くなか つ た．Campbell　et　a 正β）は 1971年 に

BPD が胎児発育 に よ く相関す る と発表 し た が
，

19754）年に 径長 よ りも周囲長が胎児発育 の 指標 と

なる と報告 し，AC を使つ て ，胎児体重予測式を作

成 し た ．また ， 1 回 の 計測で は 胎児発育 の 良 さを

判定す る の は困難で ある とも述 べ た。著者 も胎児

発育 パ タ
ー

ソ の 検討の 中で
，
30週以前 の 計測値は

バ ラ ツ キ が大 き く，AFD ，　LFD ，また e＊　SFD で あ

る か を診断す る の は困難とい う結果が得 られた ．

胎児を経時的に観察 し なが ら計測す る こ と は，胎

児発 育の 分析 に とつ て 重要で ある．また ， 胎児計

測の 意義が生 じて くるの で ある。

　 竹 村
2）は BPD に よる胎 児発育 ， す なわ ち LFD

，

AFD
，
　SFD の 診 断が 正診 率61％ と報告 した ．ま

た ，胎児頭部 の 計測は 出生前に お い て ，胎児発育

劉 他 1041

不 全症を診断す る こ と は 可能 と言い 切れな い が ，

他の 蘰線性 の 良 い 発育 parameter を利用すれ ば
，

経時的な発育速度か ら胎児発育を確実に 評価で き

る の で は な い か と述べ た，著者 の 胎児各部位 の 連

続計測か ら見た LFD ，
　AFD

，
　SFD の 発育 パ タ ーソ

が こ れ に 裏付けで ぎる と思わ れ る ，

　Kurjak　et　 a1．9）

，　Campbell　et　aL51 は H α AC

ratio が胎児発育判定 に 有効 と報告 し た ．　 Kurjak

et　 aL9 ）
の 成 績 に よ る と

， 妊 娠 35週 以 前 は HC ／

AC ＞ 1，36週以後は HCIAC ≦ 1 と ， 著者 の 成績 と

同じ で あつ た．Campbell　et　al．5）
の 成績 は 35週 ない

し36週 の とき， HC ／AC 　ratio ＝ 1．02， ．40週 の とき

0．96で あつ た ，ま た
，
SFD 症例 31例中22例の HC ／

AC 　ratio が95th　percentile以上 に ある と報告 し

た e著者 ば HC ／AC 　ratio の 正常範囲を M 坐 SD 内

に 設 定 した と こ ろ ， SFD 症例 15例中 10例 が M 十

SD 以上 に 認め られ ，
ま た

， 全例 の HC ／AC 　ratio

が 1 よ り大 き い 。 こ の 結果 は Campbell　et　a1．5）の

報告 と同 じで あつ た 。

　 SFD 症例 の 腹部 発 育が AFD 症例 に 比 し て 不

良で ある こ とは ， SFD の 皮下脂肪 と肝臓 の 発育に

関係 して い る．Rosso　et　aL131は 発育遅延児が 発育

上に お い て ， もつ と も影響 され る臓器は 肝臓 で あ

る と主張 し て い る．斉藤
三｝は ，新生 児早期死亡 例 の

剖検所見か ら，AFD 児の 脳 と肝臓の 重量比 は ほ ぼ

3 ： 1で ， 頭部一躯幹部 不 均衡の SFD 児 の 脳 は

大で
， 肝臓が 著し く小さ く， 不釣合 なパ タ ーン を

示す と報告 し た 。Wladimiroff　et 　a1 ．18）も同様に
，

BPD だ けで 発育異常を ス ．ク リ
ー

ニ ソ グす る こ と

に は限界があ り， Campbell と同じ く ， HC ／AC を

用 い て 胎児発育を検討した ．最近 ， Timor −Tritsch

et　 al．is）は rea1 −time　 ultrasonograph を用い て ，

AC の 計測 を行 い，胎児体重 の 予測を検討 した ．平

均 誤 差 は 228g， 平 均 体 重 の 8．3％を 示 し ， ま た

1，500g 以 下 ，
4，000g 以上 の 症例 に お い て は

， 予測

体 重 の 誤 差 が そ れ ぞ れ 6．8％，6．5％で あ り，≦

2，499g群 と2，500〜3，999g群 よ り低い と，　 AC が

良 い 胎児発育指標で ある と報告し て い る．

　 以上 か ら
， 胎児発育 パ タ ーン の 分析 に は BPD

の 他に 胎児躯幹部横 断面の 要素を加 え る こ とが必

要で ある．す なわ ち ， 胎児の 頭部発育と躯幹部の
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発育は ，胎児発育障害が生 じた とぎに ， 両 者の ア

ン バ ラ ン ス をきた すの で
， 頭部 の み の 発育評価は

適切 で は な い と言 え る．胎児 は 妊娠経過 と ともに

発育す るもの で あ り， 経時的 な計測値を用 い て の

胎児発 育の 評価が望 まれ る．ま た
， 胎児計測 を行

うこ と は
， 胎児奇形 の 有無 の 早期発見 に も有効で

ある．
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